
に認められた腎臓における小結節は顕微鏡学的には腎アミロイドーシスとして、腎表  

面に認められた結節様変化は慢性腎症として観察された。しかし、これらの病変には  

統計学的有意差がなく投与に関連した影響とは考えられなかった。  

1000Ⅰ〕pm以上投与群の雌で認められた副腎比重量増加は、副腎皮質のアミロイ  

ドーシスに関連しているものと考えられた。アミロイドーシスは加齢性病変であり、  

本系統のマウスでは自然発生的に認められる全身性疾患である。アミロイドーシスを  

発症した個体数の比較においては有意差が認められなかったことから、検体の影響と  

は考えられなかった。   

腫瘍性病変について、傾向検定で統計学的な有意差がいくつか認められたが、対照  

群との違いは僅かであり、背景データの範囲内にあるか、あるいは群間比較では統計  

学的有意差が認められないことから、投与に関連した影響とは考えられなかった。   

本試験において、 140ppm以上投与群の雌雄で副腎束状帯細胞質の好酸性化等が認  

められたため、無毒性量は、20ppm（雄：3．3mg／kg体重／日、雌：3．8mg／kg体重／  

日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。（参照38）  

表27 マウス18ケ月間発がん性試験で認められた毒性所見  

雄   雌  

・体重増加抑制  

上  

上                     ・副腎束状帯細胞質の好酸性化   ・副腎の変色  

・副腎皮質び漫性脂肪滴減少   ・副腎束状帯細胞質の好酸性化  

・副腎皮質び漫性脂肪滴減少  

毒性所見なし   毒性所見なし   

投与群  

2000 PPm 

1000ppm以  

140ppm以．√  

12．生殖発生毒性試験  

（1）2世代繁殖試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各25匹）を用いた混餌（原体：0、30、120及び500ppm   

平均検体摂取量は表28参照）投与による2世代繁殖試験が実施された。  

表28 ラット2世代繁殖試験の平均検体摂取量  

投与群  30ppm  120ppm  500ppm   

雄   2．2   8．8   36．6  
P世代  

雌   体摂取量  3．8   14．2   64．2  

kg体重／日）  雄   3．3   13．2   76．2  
Fl世代  

雌   4．6   18．0   90．9  

親動物及び児動物において各投与群で認められた主な所見はそれぞれ表29に示さ  

れている。  
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Fl世代の雌の500ppm投与群において原始卵胞数増加が認められたが、全身性の  

毒性による二次的反応あるいは、発育卵胞、成熟卵胞に生物学的意義のある変動はみ  

られないこと、繁殖にも変動が認められないことから、検体投与に関連した変化とは  

考えられなかった。   

Fl離乳児において、500ppm投与群では、包皮分離及び腔開口の遅延が認められた  

が、この用量において体重が低下したことの結果であると考えられた。   

本試験において、親動物では120ppm以上投与群の雌雄（Fl）で体重増加抑制等が  

認められたので、無毒性量は親動物の雌雄とも30ppm（P雄：2．2mg／kg体重／日、P  

雌‥3．8mg／kg体重／日、Fl雄：3．3mg／kg体重／日、Fl雌：4．6mg／kg体重／日）、児動  

物では120ppm以上投与群の雌雄（Fl、F2）で体重増加抑制等が認められたので、  

無毒性量は児動物の雌雄とも30ppm（Fl雄：2．2mg／kg体重／日、Fl雌：3．8mg／kg  

体重／目、F2雄：3．3mg／kg体重／日、F2雌：4．6mg／kg体重／日）であると考えられた。  

繁殖能に対する影響は認められなかった。（参照39）  

表29 ラット2世代繁殖試験で認められた毒性所見  

投与群   
親：P、児：Fl  親：Fl、児：F2  

雄   雌   雄   雌   

500ppm  毒性所見なし   ・体重増加抑制   ・甲状腺比重量増加  ・肝比重量増加  

・甲状腺比重量増加  ・肝絶対重量減少  ・牌絶対重量減少  

・牌比重量減少   ・甲状腺コロイド変  

親  
化（凝集）   大及びコロイド  

動  
変化（凝集）、小  

物  
菓中心性肝細胞  

肥大  

120ppm  120ppm以下   ・体重増加抑制   ・体重増加抑制  

以上  毒性所見なし   ・牌絶対重量減少  

30ppm  毒性所見なし   毒性所見なし   

500ppm  ・牌比重量増加   ・牌比重量増加   ・牌比重量増加   ・牌比重量増加  

・包皮分離遅延   ・牌及び胸腺絶対重  ・牌及び胸腺絶対重  ・牌及び胸腺絶対重  

量減少  量減少   量減少  
児  

動  
・腫開口遅延  

物  
120ppm   ・体重増加抑制   ・体重増加抑制   ・体重増加抑制  

以上   

量減少  

30ppm   毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし   
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（2）発生毒性試験（ラット）  

Wistar、ラット（一群雌25匹）の妊娠6～19日に強制経口（原体：0、10、70及び   

500mg／kg体重／目）投与して発生毒性試験が実施された。  

500mg／kg体重／目投与群の4例に跳躍性痙攣がみられ、その内の1例が妊娠15日   

に死亡した。頭部打撲による頭蓋腔出血が死亡の原因と考えられた。  

70mg／kg体重／日以上投与群において、摂餌量の減少、体重増加抑制が認められた。  

生存児を有する母動物の割合、着床後死胚、胎児数、性比、胎盤重量及び外観に検   

体の影響は認められなかった。  

胎児の発生に対する影響は500mg／kg体重／日投与群でも認められなかった。  

本試験において、母動物では70mg／kg体重／日以上投与群において体重増加抑制等   

が認められたので、母動物に対する無毒性量は10mg／kg体重／目、胎児では500mg／kg   

体重／日投与群において投与の影響は認められなかったので、胎児に対する無毒性量は   

500mg／kg体重／日投与群であると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照   

40）  

（3）発生毒性試験（ウサギ）  

HMヒマラヤンウサギ（一群雌22匹）の妊娠6～28日に強制経口（原体：0、5、   

35及び250mg／kg体重／目）投与して発生毒性試験が実施された。  

母動物では、35mg／kg体重／目以上投与群で摂餌量の減少、糞量の減少、体重増加   

抑制がみられた。250mg／kg体重／目投与群の4例では、耳介の冷感、摂餌量、体重、   

飲水量、糞便及び尿量の減少を示したあと、妊娠20～25 日の間に流産した。これら   

の雌の剖検では、2例に膨満した胃がみられ、このうち1例に小腸の淡明化（病理組   

織学的検査：絨毛先端の著明な空胞形成）が認められた。その他の250mg／kg体重／   

日投与群では、耳介の冷感、脱毛、尿量減少とそれに伴う尿の赤色化、飲水量の減少   

が認められた。  

250mg／kg体重／目投与群では流産（4例）及び総吸収胚（2例）により、生存胎児   

を有する母動物数の割合の低下がみられた。  

胎盤重量及び外観、着床後死胚数、生存胎児数、胎児の性比、胎児体重に投与の影   

響は認められなかった。  

胎児の外表、内臓、骨格検査では投与による影響は認められなかった。  

本試験において、母動物の35mg／kg体重／日以上投与群で体重増加抑制等が認めら   

れたため、母動物に対する無毒性量は5mg／kg体重／日、月封胎児には投与による影響   

がみられなかったことから、胎児に対する無毒性量は250mg／kg体重／日であると考   

えられた。催奇形性は認められなかった。（参照41）  

13．遺伝毒性試験  

スピロメシフェンの細菌を用いた復帰突然変異試験、チャイニーズハムスター肺由来   

培養細胞（V79）を用いた染色体異常試験、NMRIマウスを用いた小核試験が実施され   

た。いずれの試験結果も陰性であった（表30）。（参照42～44）  
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表30 遺伝毒性試験結果概要（原体）  

試験  対象   処理濃度・投与量   結果   

血lイむ・0  復帰突然変異試験  ぷ¢p血加〟〃■〟澗   16～5000〃g／フロレート   

（参照42）  TA98，TAlOO，TA1535，  （＋／－S9）  陰性  

TA1537，TAlO2株  

染色体異常試験  チャイニーズハムスター  ト10〃g／mL（－S9）   
陰性  

（参照4ニ】）  肺由来培養細胞（V79）   10～40〃g／mL（＋S9）   

カワl〃l′0  小核試験  NMRIマウス   0、100、200、400  

（参照4′4）  mg／kg体重  

（腹腔内投与、2日間連  
陰性   

続投与）  

注）＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下   

代謝物Ml及び原体混在物MAの細菌を用いた復帰突然変異試験が実施されており、  

いずれの試験結果も陰性であった（表31）。   

スピロメシフェン、代謝物Ml及び原体混在物MAに遺伝毒性は認められなかった。  

（参照45、46）  

表31遺伝毒性試験結果概要（代謝物・混在物）  

被験物質   試験   対象   処理濃度   結果   

代謝物Ml  復帰突然変異試験  16～5000〟gげレート   

TA98，TAlOO，TA1535，  （＋／一S9）   陰性  

（参照45）   

混在物MA  復帰突然変異試験  16～5000〃gげレート   

TA98，TAlOO，TA1535，  （＋仁S9）   陰性  

（参照46）   

注）＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  
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Ⅲ．総合評価   

参照に挙げた資料を用いて農薬「スピロメシフェン」の食品健康影響評価を実施した。  

ラットを用いた動物体内運命試験において、雌雄ともに主な排泄経路は糞中であり、投   

与された放射能の大部分が投与後24時間以内に速やかに排泄された。最も高濃度の残留   

放射能は肝臓で検出された。糞中からは、親化合物と代謝物Mlのみが検出され、ほぼ全   

てが親化合物であった。スピロメシフェンは、加水分解を受け代謝物Mlに代謝された後、   

ベンゼン環のメチル基及びシクロペンチル環の水酸化、さらに酸化によりカルポン酸等に   

代謝され、尿及び胆汁中に排泄された。グルクロン酸あるいは硫酸抱合体は認められなかっ   

た。   

トマト、 りんご、レタス及びワタを用いた植物体内運命試験が実施された。抽出液中に   

認められた主要成分は親化合物であり、主要代謝物は代謝物Ml、M2及びM9であった。   

スピロメシフェンの植物における主な代謝経路は、エステルの開裂による代謝物Mlの生   

成、続いて代謝物Mlのベンゼン環のパラ位のメチル基の水酸化による代謝物M2の生成、   

さらに抱合化による代謝物M9の生成と考えられた。スピロメシフェンの移行性はごく僅   

かであった。  

土壌中運命試験が実施され、スピロメシフェンの20℃の暗条件での好気的土壌中半減期   

は2．6～17．9 日であった。スピロメシフェンは土壌中でエステルの開裂による分解物Ml   

の生成、4・メチルフェニル部分あるいはシクロペンチル環の水酸化及び酸化による分解物   

M3あるいは分解物M5の生成、さらに分解物MlO及び分解物Mllを経て最終的にCO2   

まで完全に無機化されると考えられた。土壌表面光分解試験において、スピロメシフェン   

の土壌での分解に光は寄与しないことが示唆された。   

加水分解及び水中光分解試験が実施され、スピロメシフェンの滅菌緩衝液（pH4、7及   

び9）中における半減期は、25℃でそれぞれ53．3、24．8及び4．3日であった。主要分解物   

は分解物Mlであった。水中光分解試験における半減期は自然水で1．1～1．8日（4～6月   

の東京の自然太陽光下における半減期は11～17日）であり、分解物M13及びM14（直   

接光分解）、分解物Ml（加水分解）、続いて分解物M12（光分解）が生成した。   

火山灰軽埴土、沖積埴壌土を用いて、スピロメシフェン、分解物Ml及びM3を分析対   

象とした土壌残留試験（容器内及び圃場）が実施された。圃場における半減期は、スピロ   

メシフェンとしては8～10日、スピロメシフェンと分解物Ml及びM3の合計では13～  

16日であった。   

トマト、りんご、なし、おうとう及び茶を用いて、スピロメシフェン、代謝物Ml、M2   

及びM9を分析対象化合物とした作物残留試験が実施された。スピロメシフェンの最高値は、   

600gai／haで1回散布し、最終散布後7日目における茶（荒茶）の14．8mg／kgであった。  

代謝物Ml及びM2＋M9の作物残留試験の最高値は、いずれも600gai／haで1回散布した  

茶（荒茶）で、．代謝物Mlについては最終散布後7日目の8．05mg／kg、代謝物M2＋M9に  

ついては最終散布後14日目のはOmg／kgであった。   

ラットの急性経口LD50は雌雄で2500mg／kg体重超、経皮LD50は雌雄で2000mg／kg  

体重超、吸入LC50は雌雄で4．87mg／L超であった。   

代謝物Mlの急性経口LD50はラットの雌で1000mg／kg体重であった。また混在物MA  

の急性経口LD50はラットの雌で5000mg／kg体重超であった。  
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Wistar ラットを用いた強制経口投与によるスピロメシフェンの急性神経毒性試験が実  

施され、神経毒性は認められなかった。   

ウサギを用いた眼一次刺激性試験及び皮膚一次刺激性試験が実施され、スピロメシフェ  

ンには皮膚刺激性及び眼刺激性は認められなかった。また、モルモットを用いた皮膚感作  

性試験が実施され、スピロメシフェンに皮膚感作性が認められた。   

亜急性毒性試験で得られた無毒性量は、ラットで7．7mg／kg体重／日、イヌで9．19mg／kg  

体重／日であった。   

慢性毒性試験で得られた無毒性量は、ラットで6．5mg／kg体重／日、イヌで10．8mg／kg  

体重／日であると考えられた。   

発がん性試験で得られた無毒性量は、ラットで14．8mg／kg体重／日、マウスで3．3mg／kg  

体重／日であった。発がん性は認められなかった。   

2世代繁殖試験で得られた無毒性量は、ラットの親動物及び児動物とも2．2mg／kg体重／  

日であると考えられた。繁殖能に対する影響は認められなかった。   

発生毒性試験で得られた無毒性量は、ラットの母動物で10mg／kg体重／日、胎児で500  

mg／kg体重／日、ウサギの母動物で5mg／kg体重／日、胎児で250mg／kg体重／日であると考  

えられた。催奇形性は認められなかった。   

遺伝毒性試験として、スピロメシフェンの細菌を用いた復帰突然変異試験、チャイニーズ  

ハムスター肺由来培養細胞（V79）を用いた染色体異常試験、NMRIマウスを用いた小核試  

験が実施された。いずれの試験結果も陰性であった。代謝物Ml及び原体混在物MAの細  

菌を用いた復帰突然変異試験が実施され、いずれの試験結果も陰性であった。遺伝毒性は  

認められなかった。   

各種毒性試験結果から、主な毒性所見は、肝、甲状腺、副腎及び消化管に認められた。   

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をスピロメシフェン及び代謝物Mlと  

設定した。   

各試験における無毒性量及び最小毒性量は表32に示されている。  

表32 各試験における無毒性量及び最小毒性量  

動物種   試験   無毒性量  最小毒性量  備考2   

（mg／kg体重／日）  （mg／kg体重／日）  

ラット  90 日間亜急  雄：31．7   雄：204   雄：体重増加抑制等  

性毒性試験  雌：7．7   雌：36．6   雌：空腸粘膜上皮細胞質空胞   

化等  

90 日間亜急  雄：31．8   雄：123   雌雄：体重増加抑制等  

性神経毒性  雌：149  

試験   

1年間慢性毒  雄：6．5   雄：15．9   雌雄：甲状腺ろ胞細胞肥大等  

性試験   雌：19．3   雌：51．7   

2備考に最小毒性量で認められた所見の概要を示す。  
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動物種   試験   無毒性量  最小毒性量  備考2  

（mg／kg体重／日）  （mg／kg体重／目）  

2年間発がん  雄：14．8   雄：40．0   雌雄：体重増加抑制等  

性試験   雌：19．5   雌：53．6   （発がん性は認められない）  

2世代繁殖試  親動物及び児動物  親動物及び児動物  親動物及び児動物：体重増加  

験   P雄：2．2   P雄：8．8   抑制等  

P雌：3．8   P雌：14．2   （繁殖能に対する影響は認  

Fl雄∴〕．3  Fl雄：13．2  められない）  

Fl雌：4．6  Fl雌：18．0  

発生毒性試  母動物：10   母動物：70   母動物：体重増加抑制等  

験   胎児：500   胎児：－   胎児：－  

（催奇形性は認められない）   

マウス  18 カ月間発が  雄：3」∋   雄：21．7   雌雄：副腎束状帯細胞質の好  

ん性試験   雌：3．8   雌：29．9   酸性化等  

（発がん性は認められない）   

ウサギ  発生毒性試  母動物：5   母動物：35   母動物：体重増加抑制等  

験   胎児：250   胎児：－   （催奇形性は認められない）   

イヌ  90 日間亜急  雄：9．19   雄二70．9   雌雄：肝比重量増加等  

性毒性試験  雌：71．4  

90 日間亜急  雄：－   雄：98．4   雌雄：ALP上昇等  

性毒性試験  雌：103  

②   

1年間慢性毒  雄：11．5   雄：109  

性試験   雌：10．8   雌：117   

一：無毒性畳または最小毒性量が設定できなかった   

食品安全委員会は、各試験の無毒性量の最小値がラットを用いた2世代繁殖試験の2．2  

mg／kg体重／目であったことから、これを根拠として、安全係数100で除した0．022mg／kg  

体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．022mg／kg体重／日  

繁殖試験  

ラット  

2世代  

混餌投与  

2．2mg／kg体重／日  

100  

A．DI   

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  
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＜別紙1：代謝物／分解物等略称＞  

略称   名称、化学名   

Ml  

4－ヒドロキシ・3－（∠l－ヒドロキシメシチル・2，6－ジメチル・フェニル）－1－オキサースピロ【4，4】  
M2  

ノナー3・エン・2一オン   

4－（4・ヒドロキシづ－オキソー1－オキサスピロ［4，4】ノナ甘エンー3イル）－3舟ジメチルー安息  

M3     香酸   

M4  4，7－ジヒドロキシ・3一メシチルー1・オキサスピロ【4，4】ノナ・3－エン・2－オン   

4－ヒドロキシー3・メシチル・1－オキサスピロ［4，4】ノナー3－エンー2，7－ジオン 又は  
M5  

4－ヒドロキシー3・メシチルー1－オキサスピロ【4，4］ノナ甘エン2，6－ジオン   

4，7－ジヒドロキシ・3，4－（ヒドロキシメチルー2，6－ジメチルフェニル）・1－オキサスピロ【4，4】  

M6     ノナー3－エン・2－オン   

4－（4，7－ジヒドロキシー2－オキソ・1・オキサスピロ［4，4レナー3－エン・3イル）－3カージメチルー  
M7  

安息香酸   

M8  代謝物Aのジヒドロキシエノール   

M9  代謝物Aのグルコース抱合体（4－ヒドロキシメチルグルコシド）   

MlO  1・【2・オキソー2一吃4，6・トリメチルーフェニル）－アセトキシ】・シクロペンタンカルポン酸   

Mll  オキソ・（2，4，6・トリメチルーフェニル）一酢酸   

4－ヒドロキシ・3－（2－ヒドロキシメチル′4，6－ジメチルフェニル）－1－オキサスピロ［4，4］ノ  
M12  

ナ・3－エン   

スピロ【ピサイクル［4．2．0】オクター1，3舟トリエン・7，3■（2－H）・プラント2しオン，4－，5しジヒ  

M13     ドロ・3，5－ジメチル・4■－3，3・ジメチル・プチル・カルポニルーオキシ）－5しスピローシクロペン  

チル   

3H・／ンデノ【1，2－C】フランー3－オン，1，3a，8，8a一テトラヒドロ・1－スピロシクロペンチル  
M14  

－4，6－ジメチル・8－ヒドロキシ   

MA  

2）   

1）：原体混在物としても存在する。  

2）：原体混在物である。  
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＜別紙2：検査値等略称＞  

名称   

アルドリンエポキシダーゼ   

アルカリフォスファターゼ   

アラニンアミノトランスフエラーゼ   

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT））   

アスパラギン酸アミノトランスフエラーゼ   

（＝グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT））   

薬物濃度曲線下面積   

T細胞表面マーカ   

ヘルパーT細胞表面マーカ   

T細胞表面マーカ   

最高濃度   

クレアチニン   

チトクロムP450依存性モノオキシゲナーゼ   

（7・エトキシクマリンデェチラーゼ）   

エポキシヒドラーゼ   

γ・グルタミルトランスフエラーゼ   

（＝γ－グルタミルトランスペプチダーゼ（γ－GTP））   

グルタチオン・S・トランスフエラーゼ   

免疫グロブリンA   

免疫グロブリンG   

リンパ球数   

1  アミノピリン」Vデメチラーゼ   

好中球数   

II （p一ニトロアニソール）0・デメチラーゼ   

チトクロームP450   

総処理（投与）放射能   

チロキシンー結合能   

総ビリルビン   

総コレステロール   

トリグリセリド   

最高濃度到達時間   

トロンポプラスチン時間   

総残留放射能   

甲状腺刺激ホルモン   

半減期   

トリヨードサイロニン   
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T4   サイロキシン   

UDPGT   ビリルビン抱合酵素（ウリジンニリン酸グルクロニルトランスフエラーゼ）   

WI∋C   白血球数   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  

試  

作物名   験 圃  

場  

数   

トマト  SC：  
（施設）  

4   150－3一   
果実  

2003年  ga〟h   

りんご   SC：   
2    （露地）    750－9t   

果実  
2004年  gai／h   

なし  SC：  
（露地）   2  

果実  
750   

2004年  gai几   

おうとう  
（施設）  

SC：  

果実   
2  750   

2004年  gai几   

茶  SC：  

（露地） 荒茶  2  
600   

2004年  ga〟h   

茶  SC：  

（露地）  

浸出液  2  600   

2004年  gaレh   

残留旭（mg／kg）  

代謝物  スヒ∩ロルフェン  
使用案   代謝物Ml  及び  

使用∃  
M2＋M9  

代謝物  

（MlフM2  

，M9）  

の合計  

SC：   2   0．30  0．153  0．01  0．01央  0．02  0．02央  0．18   

150－375   2   3  0．36  0．152  0．01  0．01☆  0．04  0．02央  0．18   

ga〟ha   2   7  0．29  0．142  0．01  0．01つヒ  0．05  0．03央  0．18   

0．88  0．545  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．58  

SC：   3  0．72  0．456  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．50   

750－900   7  0．70  0．359  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．40   

gai／ha   14  0．33  0．15士  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．20  

21  0．25  0．12☆  ＜0，02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．16   

0．55  0．391  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．43  

SC：   3  0．37  0．298  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．34   

750   7  0．41  0．298  く0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  0．34   

gai几a   14  0．22  0．164，  ＜0．02  ＜0．02  0．04  0．02央  0．20  

21  0．18  0．131  ＜0．02  ＜0．02  0．05  0．02央  0．17   

2．72  2，26  0．03  0．022丈  ＜0．02  ＜0．02  2．30  
SC：  

3  2．58  1．56  0．07  0．042  ＜0．02  ＜0．02   1，62  
750  

7  2．53  1．41  0．19  0．098☆  0．03  0．02☆   1．53  
gai几a   

14  1．54  1．10  0．44  0．310  0．09  0．07宋   1．48   

SC：  
7  14．81  8．48  8．05  5．32  5．94  4．90   18．70  

600  
14  3．37  1．93  2．88  2．19  12．01  9．22   13．34   

ga〟ha   

SC：  
7  0．13  0．09央  7．38  5．10  4．28  4．03   9．22  

600  
14  ＜0．05  ＜0．05  2．19  1．92  8．08  7．83   9．80   

gaレha   

注）ai：有効成分量、PHI：最終使用から収穫までの目数、SC：フロアブル  

・一部に検出限界未満を含むデータの平均を計算する場合は検出限界値を検出したものとして  

計算し、★巨［を付した。  

・全てのデータが検出限界未満の場合は検出限界値の平均に＜を付して記載した。  

・代謝物AjB」－Ⅰの残留値はスピロメシフェンに換算して記載した。換算係数は、  

スピロメシフェン／代謝物Ml＝1．36  

スピロメシフェン／代謝物M2＋M9＝1．28   
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